
【自立支援、介護予防又は重度化防止】取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和７年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

●通いの場支援 

・住民主体サロン 

１9サロン開催 延べ 4,322人 実 261人 

・体操教室（住民が通える範囲（徒歩 15分圏内）、週１回） 

４か所開催（R７年度 ２か所新規立上げ） 計 147回 延べ 3166人 実 158人 

・介護予防教室 

延べ 655人 実 88人 

・生活支援体制整備事業における協議体の開催 

●ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職等の地域の通いの場等への派遣実施 

老人クラブ等の通いの場への派遣 14回、延べ 272人の参加 

●地域ケア会議：集合形式で５回開催（定期開催４回、個別１回） 

自己評価結果 

・週１回の体操教室を前年度に引続き２か所立ち上げ、計４か所の体操教室を開催。これ

まで教室に参加できなかった住民が参加でるようになった。 

・地域ケア会議では、医療職、リハビリ職、管理栄養士、歯科衛生士等の専門職から意見

をもらい、参加者で自立支援について検討することができた。 



課題と対応策 

(課題) 

住民主体サロンは新規で年に平均２か所立ち上がっているが後継者の不足や継続的な実

施が難しいことで終了となるサロンも出てきている。また男性の参加者が少なく、令和 8

年度男性限定のサロン等立ち上げ支援予定である。 

 

 


